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今日のお話

①自己紹介＋村の紹介
②倫理規程の目指すもの
③一人ひとりの考え方
④思考から実践へ
⑤原子力を共に考える
⑥原子力学会の皆さんへ
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行政マンから政治家へ

自己紹介
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プロフィール

■年齢 ６１歳

■出身 水戸市
（２０１３年～東海在住）

■経歴 １９８６年～茨城県庁
２０１０年～東海村副村長
２０１３年～東海村長

（３期目）

■座右の銘 『公平無私』

■趣味 ランニング
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コンパクトシティです！

東海村の紹介
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◆人 口‥38,334人（男性：19,441人 女性：18,893人） ◆世帯数‥16,727世帯

◇15歳未満の人口‥5,239人（13.67％） ◇65歳以上の人口‥9,641人（25.15％）

◆小学校‥6校 中学校‥2校 高校‥1校（県立東海高校）
※住民基本台帳（令和4年8月1日現在）

東海村の概要
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東海村の海岸線
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北関東住みここちランク 守谷市4年連続1位

賃貸住宅建設大手の大東建託(東京)が居住
満足度調査を基に集計した「いい部屋ネット 街の
住みここちランキング2022」北関東版で、茨城県
守谷市が4年連続の1位に輝いた。2位東海村、3
位つくば市はともに昨年の順位を維持し、茨城の自
治体が上位3位を独占した。

守谷市とつくば市は、つくばエクスプレスをはじめと
した都内などへの交通利便性や商業施設が充実
しているといった生活利便性が評価された。東海村
は手厚い子育て支援策など行政サービスが評価
された。
（後略）

【出所：https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=16546844934191】

注）赤字および下線は講演者加筆



大型住宅団地の展開
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●元の自然地形を活かした大規模緑地（根崎･勝木田緑地），
近隣公園を配置し，緑豊かな自然環境を創出

●地域医療を担う村⽴病院が東海中央地区に移転
●幹線街路等の整備により駅へのアクセスが向上し，
通勤・通学，買い物の利便性が向上

●ＪＲ東海駅を中心に⼟地区画整理事業を４地区で実施
し，東海駅⻄第⼆地区は令和2年度に整備完了
●東海中央地区は，豊かな自然環境を活かし，自然と住
宅が調和した市街地を整備中

事業概要

整備効果

駅周辺地区の活⼒・拠点性が向上
●駅周辺地区への定住化を促進
・⼈⼝増加率が全体に⽐べ１０％以上高い
・増加⼈⼝のうち５３％をシェア

●東海駅⻄⼝駅前広場のリニューアル

●商業施設の⽴地

H26.12撮影

定住⼈⼝の推移

※駅周辺地区とは区画整理4地区を含む⾏政区

地区名 東海駅⻄ 東海駅東 東海駅⻄第⼆ 東海中央
施⾏者 東海村 東海村 東海村 東海村

施⾏⾯積 43.3ha 42.0ha 26.2ha 82.5ha

事業期間 S48〜 S61〜 H3〜R2 H7〜

総事業費 68億円 100億円 70億円 128億円
進捗率 100.0% 100.0% 100.0% 75.7%

良好な住環境の整備

村⽴病院

東海まつりの様子

H29開業の
商業施設

公園（駅⻄第⼆地区）

東海イオン

R1開業の
商業施設

間接照明による
ライトアップ安全･快適な駅前広場

神楽沢近隣公園整備イメージ

市街地の形成について
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新たな都市環境基盤の整備
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倫理規程の目指すもの

倫理観を考える
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個人の正義感

・正しいことを頭では理解している
・常に正しい選択と行動が出来ているか？

組織の合理性

・社会的責任の必要性は感じている
・組織文化の醸成を何に求めているか？

個人と組織の認識

互いに連携し、自ら考えているか？
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学会の倫理規程を見て

気付きを与える必要があるのでは？

何故か腹お
ちしない

詳細に明文化

非の打ち所が
ない
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１４

ドキッとする内容
インパクトあり

（公正取引委員会ＨＰより転載）



一人ひとりの考え方

自分ごとに出来るか
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原子力に対するイメージ
・何となく怖い
・健康被害が心配
・課題が多い
・風評被害が生じる

コロナ禍に対するイメージ
・よくわからない
・感染が心配
・効果的な対策がない
・誹謗中傷が起きる

人々のイメージ

共通している

強烈な体験・経験は明確な記憶として留まり、なかなか払拭できない
イメージを変えていくには、謙虚で真摯に取り組む姿勢を継続していくこと
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倫理規程の遵守という罠

倫理観ｖｓ価値観

・規程遵守は当然だからと、思考が停止する
・規程を読むことではなく、理解すること

価値観の違いを乗り越える

・個人の考え方は、価値観によって変わる
・普遍的な価値は、倫理観と対立しない
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「思考」から「実践」へ

行動が大事
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思考のプロセス

情報収集
• 正確に状況を把握する
• 思い込みを排除する

分析・評価
• 多角的に見る
• 客観的に見る

判断
• べき論に陥らない
• 無理をしない
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実践のすすめ

自信を持っ
て行動する

結果を受けて評
価と改善を行う

「気付く」感性
を共有する
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「原子力」を共に考える

村長（私）の想い
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•東海村は「原子力の発祥の地」
•昭和３２年８月，日本原子力研究所（現・日本原子力
研究開発機構）の第１号実験原子炉（ＪＲＲ-1）が臨界
実験に成功し，日本で初めて「原子の火」を灯した。

•昭和３２年１１月，日本原子力発電（株）は，日本で唯
一の原子力発電専業会社として，日本で初めて商業用
原子力発電所を東海村に設置。

• Ｊ－ＰＡＲＣ（大強度陽子加速器施設）など，最先端の原
子力科学を研究する機関や原子力関連事業所として
11事業所が集積している。

東海村と原子力

２２



｛課題｝原子力問題が二項対立で論じられている
議論の場は、感情論になりやすい

｛対策｝冷静に対話できる場の設置
（賛否を問わない）

自分ごと化会議の開催(Ｒ2/12～Ｒ3/12)

住民と共に考えることができる環境づくり

原子力問題と住民対話
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原子力学会のみなさんへ！

最後に・・・
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立場を超えて、人としての信頼を得ること

コロナ禍により，コミュニケーションが思うようにとれてない。

科学が進歩するように、人としての倫理観・道徳観も深化させたい。

�� 社会の信頼を得るために一人ひとりが努力すること。

�� 自分の家族に自信を持って話せるということ。

�� 将来を担う子どもたちにきちんと伝えられるということ。

今の自分を振り返ってみて…
あなたは今、何を「自分ごと」として取り組みますか？

学会員の皆さんが自分ごと化して！！
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ご清聴
ありがとうございました。

みなさんの今後の御活躍を
大いに期待しています。

東海村長 山 田 修
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